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登
米
市
は
、平
成
17
年
４
月
に
市
制

を
施
行
し
て
か
ら
20
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、４
月

６
日
に「
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
」

を
水
の
里
ホ
ー
ル
・Abebisou

（
登
米

祝
祭
劇
場
）で
開
催
。来
賓
や
市
民
な
ど

約
４
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、合
併
か
ら
20
年
の

歩
み
を
振
り
返
る
記
念
映
像
を
上
映
。

登
米
謡
曲
会
に
よ
る
登
米
能
も
披
露
さ

れ
、式
典
の
幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
が「
本
市

の
将
来
像
で
あ
る『
あ
ふ
れ
る
笑
顔 

豊

か
な
自
然 

住
み
た
い
ま
ち 

と
め
』の

実
現
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
制
施
行
20
周
年
記
念
ロ
ゴ

マ
ー
ク
」と
第
三
次
登
米
市
総
合
計
画

策
定
に
伴
う「
10
年
後
の
登
米
市
の
ま

ち
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の
入
賞
者
を
表

彰
し
た
ほ
か
、本
市
出
身
で
世
界
的
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
及
川
浩こ

う

治じ

氏
と
、東
北
風

土
マ
ラ
ソ
ン
発
起
人
代
表
の
竹
川
隆た

か

司し

氏
に
、と
め
ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
と
し
て
及
川
氏
が
ピ
ア
ノ

を
演
奏
し
、来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、式
典
の
締
め
く
く
り
に
は
、佐

沼
高
校
の
生
徒
が
同
校
の
卒
業
生
で
も

あ
る
及
川
氏
の
伴
奏
で
市
民
歌
を
斉

唱
。式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

さらなる飛躍へ
新たな一歩を踏み出す

　～ 市制施行 20 周年記念式典を開催 ～
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市制施行
20周年記念映像

1式辞を述べる熊谷市長。先人と市
民に感謝の思いを伝え、本市のさら
なる発展を誓った2司会は本市出身
でフリーアナウンサーの佐々木眞

ま

奈
な

美
み

さんが務めた3式三番と能の「羽
衣」が披露され、節目の年を祝った4
多くの来賓が出席し、小野寺五

いつ

典
のり

衆
議院議員や、姉妹都市である入善町
の笹島春

はる

人
ひと

町長もお祝いに駆け付け
た5市制施行20周年記念ロゴマー
クの最優秀賞を受賞した佐藤羽

は

矢
や

さ
ん（石越町第一）が表彰された610
年後の登米市のまち絵画コンクール
の入賞者が表彰され、中学校の部優
秀賞の木村未

み

来
らい

さん（米山町粟ヶ崎）
が代表で賞状と記念品を受け取った

7及川氏と竹川氏に熊谷市長か
らとめふるさと大使の委嘱状が
手渡され、本市への思いを語っ
た8及川氏が市制施行20周年を
祝い、ポロネーズ第６番 変イ長
調 作品53 「英雄ポロネーズ」を
演奏。会場中に美しい旋律が響
き渡った9及川氏の伴奏で佐沼
高校の生徒と共に来場者全員で
市民歌を斉唱。会場内が一体感
に包まれた

２３

４５

７

６

8

9
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■会計別予算額

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
、障
が
い
者

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ
る

民
生
費
が
１
３
７
億
８
７
２
７
万
円
と
最

も
多
く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・
救
急

な
ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ
る

総
務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る
議

会
費
を
合
わ
せ
た
90
億
７
２
９
８
万
円
、

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
の
教
育
全
般

に
充
て
る
教
育
費
が
88
億
４
０
６
万
円
と

続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経

費
で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国

民
健
康
保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の
予

算
額
は「
会
計
別
予
算
額
」の
と
お
り
で

す
。

　

本
市
の
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、４
９
６
億
１
２
６
０
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
34
億
６
９
９
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金

が
２
０
５
億
３
１
５
０
万
円
、国
・
県
支
出

金
が
96
億
９
９
４
２
万
円
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
３
０
２
億
３
０
９
２
万
円
と
歳

入
合
計
の
約
61
％
を
占
め
て
お
り
、依
然

と
し
て
国
や
県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算
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「
登
米
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

式
」は
３
月
20
日
、中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
、功

労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略
、順
不
同
。令
和
６
年

度
に
お
け
る
所
属
等
を
掲
載

◉▼
林
莉り

り々

花か

（
佐
沼
高
）▼
佐
藤

愛あ

美み

璃り

（
東
和
中
）▼
大
星
樹じ

ゅ

里り

（
豊
里
小
）

◉▼
佐
沼
中
学
校
箏そ

う

曲き
ょ
く

部

◉▼
熊
谷
心こ

は

る遥（
中
田
中
）▼
佐
藤

心み

璃り

愛あ

（
東
和
中
）▼
小
野
寺
海か

い

翔と

（
上
沼
小
）▼
菊
地
芽め

愛い

（
佐
沼

小
）▼
千
葉
陽ひ

奈な

乃の

（
米
谷
小
）▼

木
川
田
勇い

ぶ

き吹（
東
和
中
）▼
畠
山

明あ
き

弘ひ
ろ（

東
和
町
）▼
阿
部
広ひ

ろ
し（

津
山

町
）▼
千
葉
俐り

穂ほ

（
石
越
中
）

◉▼
新
田
中
学
校
吹
奏
楽
部

◉▼
佐
藤
光ひ

か
り（
東
和
中
）

◉▼
木
川
海う

み（
佐
沼
高
）

◉▼
千
葉
莉り

緒お

（
北
方
小
）▼

佐
々
木
翼そ

ら（
佐
沼
中
）▼

三
浦
貫い

ず
る（
佐
沼
中
）▼
鈴
木

蒼あ
お

翔と

（
南
方
中
）▼
百
目
木

綾あ
や

乃の

（
迫
町
）▼
飯
田
直な

お

生き

（
佐
沼
小
）▼
菅
原
颯ふ

う

真ま

（
豊
里
小
）▼
菅
原
莉り

子こ

（
中
田
中
）▼
北
浦
心し

ん

太た

（
福
島
高
）▼
竹
澤
恒こ

う

希き

（
宝
江
小
）▼
早
坂
啓け

い

汰た

（
米
山
中
）▼
大
場
瑠り

ゅ
う（
米

山
中
）

◉▼
和
道
会
は
さ
ま（
空
手
）▼
球
愛

会（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）▼
佐
沼
高
等

学
校
ボ
ー
ト
部
▼
佐
沼
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
部

◉▼
後
藤
花は

な（
上
沼
小
）▼
千
葉
愛あ

い

來ら

（
佐
沼
高
）▼
千
葉
啓け

い

太た

（
石
森
小
）

▼
岩
渕
有ゆ

う

座ざ

（
米
山
町
）▼
伊
藤

希の
ぞ
み（

米
山
中
）▼
相
澤
和ひ

と
し（

登
米
市

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）▼
髙
橋
美み

琴こ
と（
石
越
小
）▼
千
葉
優ゆ

衣い

（
中
田

中
）▼
境
絃げ

ん

太た

（
石
森
小
）▼
千
葉

陽よ
う

太た

（
中
田
中
）▼
安
達
斗と

う

が我（
佐

沼
中
）▼
佐
藤
煌こ

う

心し
ん（
中
田
中
）▼

保
科
奏か

な

で希（
中
田
中
）▼
千
葉
萌め

生い

（
東
和
中
）▼
齊
藤
将ま

さ

生き

（
東
和
中
）

▼
宮
城
敏と

し

朗ろ
う（

登
米
市
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）▼
佐
々

木
時と

き

廣ひ
ろ（
登
米
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）▼
菅
原
猛た

け

夫お

（
登
米
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）

▼
佐
竹
と
み
子こ

（
登
米
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
）▼
佐
藤
武た

け

雄お

（
登

米
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）▼
主

藤
晴は

る

翔と

（
宝
江
小
）▼
小
野
寺
琉る

乃の

（
加
賀
野
小
）▼
川
嶋
す
ず（
登
米

中
）▼
髙
山

花
り
ん
 
か

（
佐
沼
高
）▼
鈴

木
結ゆ

愛あ

（
佐
沼
高
）▼
新
井
瞬し

ゅ
ん（
佐

沼
高
）▼
大
山
夏な

つ

毅き

（
佐
沼
高
）▼

遊
佐
祥し

ょ
う

太た

郎ろ
う（
佐
沼
高
）▼
黒
木

に
こ
り（
佐
沼
高
）▼
庄
司
知と

も（
佐

沼
高
）▼
山
本
龍り

ゅ
う

和わ

（
佐
沼
高
）▼

小
山
陽ひ

菜な

乃の

（
佐
沼
高
）▼
伊
藤
圭け

い

汰た

（
東
北
学
院
大
）▼
菊
田
進し

ん

太た

朗ろ
う

（
佐
沼
中
）▼
小
野
寺
芹せ

奈な

（
津
山

中
）▼
菅
原
寧ね

音ね

（
豊
里
小
）▼
伊

藤
楓ふ

う

來ら

（
豊
里
中
）▼
羽
生
皐さ

つ
き（
中

田
中
）▼
佐
瀨
樹じ

ゅ

輝き

亜あ

（
迫
桜
高
）

▼
小
泉
宗そ

う

士し

（
福
島
大
）▼
千
葉
瑛え

い

太た

（
石
森
小
）▼
鎌
田
璃り

音お

（
中
田

中
）▼
金
悠ゆ

う

聖せ
い（
石
越
小
）▼
千
葉

遼り
ょ
う（

東
北
学
院
高
）▼
工
藤
大や

ま

と和

（
登
米
小
）▼
須
藤
時し

ぐ

れ紫（
登
米
小
）

▼
工
藤
丈じ

ょ
う

侍じ

（
登
米
小
）▼
白
鳥

陽は
る

輝き

（
南
方
小
）▼
米
田
空そ

翔ら

（
南

方
小
）▼
千
葉
巧こ

う

汰た

（
南
方
小
）▼

及
川
煌こ

う

飛ひ

（
上
沼
小
）▼
三
塚
怜れ

和お

（
東
陵
高
）▼
千
葉
陽ひ

な

た太（
中
田
中
）

◉▼
米
山
エ
ン
ゼ
ル
ス（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）▼
中
田
中
学
校（
空
手
）

▼
米
山
中
学
校
柔
道
部
▼
南
方
中

学
校
陸
上
競
技
部
▼
佐
沼
・
米
山

中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
▼
佐
沼

中
学
校
柔
道
部
▼
和
道
会
は
さ
ま

（
空
手
）

◉▼
千
葉
美み

紗さ

希き

（
加
賀
野
小
）▼
及

川
夏か

澄す
み（
新
田
中
）▼
三
上
真ま

央お

（
米
山
中
）▼
菅
原
姫め

愛い

（
米
山
中
）

▼
及
川
天て

ん

心し
ん（
浅
水
小
）▼
遠
藤
星せ

い

夜や

（
佐
沼
中
）▼
及
川
こ
こ
ろ（
浅

水
小
）▼
鎌
田
百ゆ

希の

（
浅
水
小
）▼

保
科
希の

ぞ

み咲（
加
賀
野
小
）▼
梶
原
瑞み

ず

生き

（
佐
沼
小
）▼
髙
橋
織り

花か

（
石
越

小
）▼
佐
々
木
朱あ

か

し梓（
加
賀
野
小
）

▼
佐
々
木
碧せ

い

龍り
ゅ
う（
加
賀
野
小
）▼
川

嶋
さ
ち（
登
米
小
）▼
小
野
寺
逞た

く
ま

（
中
田
中
）▼
長
江
凌り

ょ
う（

米
山
中
）▼

石
川
千ち

晴は
る（

米
山
中
）▼
佐
々
木

稜り
ょ
う

仁と

（
佐
沼
中
）▼
千
葉
柚ゆ

ず

滉き

（
加

賀
野
小
）▼
松
永
真ま

琴こ
と（
佐
沼
小
）

▼
佐
々
木
謙け

ん

伍ご

（
佐
沼
高
）▼
菅
原

悟さ
と
る（
中
田
中
）▼
柴
田
楓ふ

う

椛か

（
米
山

東
小
）▼
高
橋
健か

つ

哉や

（
石
森
小
）▼

菊
田
あ
さ
ひ（
佐
沼
小
）▼
阿
部

悠ゆ
う

翔と

（
佐
沼
中
）▼
千
葉
優ゆ

花な

（
東

陵
高
）▼
柳
川
絢あ

や

朱か

（
佐
沼
高
）▼

佐
々
木
歩ほ

の

か果（
佐
沼
高
）▼
境
燦さ

ん

太た

（
石
森
小
）▼
三
浦
大ひ

ろ

翔と

（
豊
里
小
）

▼
佐
久
田
由ゆ

美み

（
と
よ
ま
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
）▼
佐
久
田
孝た

か

行ゆ
き（
と
よ

ま
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
）▼
佐
々
木

花か

音の
ん（
東
北
生
活
文
化
大
学
高
）▼

遠
藤
日ひ

向な

子こ

（
豊
里
中
）▼
木
川
田

悠よ
し

葵き

（
佐
沼
中
）▼
村
上
楽が

く（
佐
沼

中
）▼
加
藤
壮そ

う

真ま

（
米
山
中
）▼
蓮

沼
慶け

い

大た

（
米
山
中
）▼
蓮
沼
侑ゆ

う

大だ
い

（
米
山
中
）▼
佐
藤
快か

い

星せ
い（
米
山
中
）

▼
菅
原
凜り

音の

（
豊
里
こ
ど
も
園
）▼

及
川
彩あ

や

星せ

（
南
方
中
）▼
西
村
聖ひ

じ
り

（
浅
水
小
）▼
加
藤
大た

い

雅が

（
加
賀
野

小
）▼
羽
生
菫す

み
れ（
浅
水
小
）▼
猪
又

海か

維い

（
浅
水
小
）▼
小
野
寺
瑠る

奈な

（
津
山
小
）▼
西
村
禄ろ

く

朗ろ
う（

中
田
中
）

◉▼
球
愛
会（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

◉▼
栁
松
徹と

お
る（
東
和
町
）
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➋
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詳しくは、市公式ホームページをご覧ください
建設部建築営繕課（営繕二係）　☎ 0220（34）2318

　

伊
豆
沼
農
産
が
２
０
１
１
年
か

ら
実
施
し
て
い
る「
ふ
ゆ
み
ず
た

ん
ぼ
」の
取
り
組
み
が
、企
業
や
団

体
に
よ
っ
て
生
物
の
多
様
性
が
保

全
さ
れ
て
い
る
区
域
と
し
て
、環

境
省
の「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
は
、冬
の
間

も
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
こ
と
で
生

物
多
様
性
を
高
め
、農
薬
や
化
学

肥
料
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
農
法
で
す
。渡
り
鳥
の
休
息

場
所
と
し
て
も
有
効
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、自
然
環
境
の
保
全
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。伊
豆
沼
農
産

で
は
、ほ
場
を
学
習
田
と
し
て
開

放
し
、地
域
の
小
学
生
や
都
市
部

の
団
体
・
企
業
を
対
象
に
、年
間
を

通
じ
た
米
作
り
体
験
や
生
き
物
調

査
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
に
あ
る
東
和
町
米
谷

の「
米
谷
城
本
丸
跡
」に
、説
明
看

板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

中
世
に

西
氏
の
家
臣
亀
卦
川

氏
、近
世
に
は
柴
田
氏
や
高
泉
氏

の
居
城
で
あ
っ
た
米
谷
城
の
跡
地

は
、中
世
の
城
郭
跡
の
面
影
を
残

し
て
い
ま
す
。
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◉
　個人で業者を選定し、浄化槽を設置することになりま
す。市では、申請者に対して設置補助金を交付します。
◉
　市が管理する設置後10年を経過した浄化槽および市が
個人から寄付を受けて維持管理をしてきた浄化槽は、順
次、住宅所有者、使用者または土地所有者に無償で譲渡し
ます。譲渡後は、個人管理となり、浄化槽の保守点検や清
掃、水質検査は個人で専門の業者へ依頼することになり
ます。

◉

▶公共下水道事業、農業集落排水事業の整備
計画がない区域であること▶市と使用者の土地使用賃借
契約ができる個人の宅地であること▶浄化槽を設置でき
る広さの土地があること。また、工事用車両が作業できる
スペースがあること▶一般住宅へ設置するもの（事業所、
アパートなどは対象外）▶令和８年２月末までに浄化槽
設置の完了ができること

11万３千円
80基

11月28日（金）
※設置予定基数に達した場合は受け付けを終了します
※申請方法など、詳しくは上下水道部ホームページをご覧く
ださい

上下水道部下水道施設課（下水道
整備係）　☎ 0220（52）3320

◉
　

機
器
の
購
入
や
設
置
の
費
用
を

補
助
し
ま
す
。木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

焼
機
器

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人
➊
市
内
に
住
所
が
あ
り
、住

宅
に
機
器
を
設
置
す
る
個
人
ま
た

は
市
内
に
事
業
所
も
し
く
は
事
務

所
を
有
す
る
事
業
者
➋
交
付
決
定

日
以
降
に
機
器
を
設
置
す
る
➌
市

税
に
滞
納
が
な
い
➍
こ
れ
ま
で
当

該
補
助
金
を
交
付
さ
れ
て
い
な
い

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１（
補
助
上
限
額
＝
10
万
円
）

令
和
８
年
３
月
10
日

（
火
）／
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

◉
　

電
気
自
動
車
な
ど
の
導
入
経
費

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

➊
市
民
ま
た
は
市
内
事

業
者
➋
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

電
気
自
動
車
、プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
、燃
料
電
池
自
動
車
の
い
ず
れ

か
で
、次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ

と
➊
車
検
証
に「
自
家
用
」と
記
載

さ
れ
て
い
る
➋
使
用
の
本
拠
の
位

置
が
登
米
市
内
で
あ
る
➌
令
和
７

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
初
度
登
録
さ
れ
て
い
る

次
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
➊
新
車
で
購
入
ま
た

は
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る
こ
と

（
リ
ー
ス
契
約
の
場
合
は
、契
約
期

間
が
４
年
以
上
で
、新
車
購
入
と

同
等
程
度
の
債
務
が
発
生
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
）
➋
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
で
あ
る
こ
と

10
万
円

令
和
８
年
３
月
31
日

（
火
）／
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

◉

申
請
書
と
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　本市ではこれまで、市が浄化槽を設置し、使用者からの使用料により維持管理する「市設置型」で浄化槽の整備を進め
てきましたが、令和８年度からは、個人で浄化槽を設置・管理し、市が設置費用の一部を補助する「個人設置型」へ整備方
式を変更します。
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※採用は令和８年４月１日の予定です
登米市民病院・地域医療連携センター
小論文試験（１時間）、人物（面接）試験、健康診

断、資格調査
申込書は、医療局経営管理部経営管

理課で配布します。郵便で請求する場合は、封筒の表に
「採用試験申込書請求」と朱書きし、宛先を記入して140円

切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同
封してください。申込書は、市医療局ホームページからも
ダウンロードできます

医療局経営管理部経営管理課（人
事係）
〒987－0511 迫町佐沼字下田中25
☎ 0220（21）6888
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木工芸支援員による市産木材を使ったバターナイフ制作のワー
クショップも開催され、参加者は交流を深めました。

　「地域おこし協力隊活動報告会」は３月８日、迫公民
館で開かれ、市民や関係者など約30人が参加しました。
　地域おこし協力隊は、市外の人材を受け入れ、最長３
年間の任期中、地域協力活動に従事し、本市への定住を
図る制度。報告会では、現在活動中の隊員３人がそれぞ
れの活動成果や目標を紹介したほか、昨年８月に任期
を終了した元隊員の志田敏

とし

典
の り

さんも加わって、パネル
ディスカッションを実施しました。移住定住支援員の
三神功

いさお

さんは「都市部などでのイベントを通じて人と
人のつながりを構築しながら、空き家問題や人口減少
など地域課題に取り組んでいきたい」と語りました。

昭和60年に住民の手で植えられ、受け継がれてきた平筒沼の
桜。総数は800本にのぼり、春には多くの人を楽しませます。

　「平筒沼ふれあい公園桜植樹祭」は３月２日に開か
れ、地元小学生を中心とした約100人が参加しました。
　このイベントは、令和４年７月16日の豪雨災害で被
害を受けた平筒沼ふれあい公園の桜の木々を復旧し、
美しい景観を未来へつないでいくことを目的に開催。
「宝くじ桜寄贈事業」を活用し、日本さくらの会から寄
贈された80本の桜の若木を、参加者が一本一本丁寧に
植えました。参加した千葉涼

りょう

史
じ

さん(11)＝米山町的場
＝は「力を合わせて楽しく植えることができました。植
えた場所を覚えておいて、きれいな花が咲いたら家族
みんなで見に来たい」と感想を述べました。

愛好会の会員が一針一針思いを込めて制作した彩り豊かなつる
し雛の数々に、来場者は心を和ませていました。

　「道の駅米山つるし雛展」が２月22日から３月３日ま
で、同施設内で開催されました。
　つるし雛展は、米山町つるし飾り愛好会の会員10人
が古い着物などを利用して制作した作品を展示し、ひ
な祭りの時期に合わせて毎年開催。米山町出身で第３
代横綱の丸山権太左衛門、特産のイチゴやキャベツな
どを題材にした作品約1000点が展示されました。栗原
市から訪れた藤村まき子

こ

さんと村井明
あき

子
こ

さんは「友人
から聞いて初めて来ました。どの作品もすごくきれい
で、中でもツバキのつるし雛が印象に残りました。また
来年も楽しみにしています」と笑顔を見せました。



今月のホットライン
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大人も子どもも一緒に輪になって踊った「東和音頭」。会場は参
加者の笑顔であふれていました。

　「錦小ありがとうの会・錦織の花火」（錦織地域振興会
主催）が３月22日、錦織公民館で開催されました。
　イベントは、学校再編に伴い今年度で閉校となった
錦織小学校への感謝と錦織地域振興会設立20周年を記
念して実施。地域に伝わる西

にし

郡
こおり

太鼓や踊り、餅まきな
どが催され、多くの住民が来場しました。夜には、地域
の思いや感謝のメッセージが込められた約3500発の花
火が打ち上げられ、夜空を彩りました。主催者の猪股勇

ゆう

亀
き

会長は「錦織小の歴史が幕を閉じ寂しい思いだが、地
域全体で新しい環境でスタートする子どもたちの背中
を押してあげたい」と語りました。

参加者は、水の里登米市の自然環境を守り、後世に残していこう
と清掃活動に取り組んでいました。

　市制施行20周年記念事業「2025春の登米市クリーン
アップ湖沼群」は３月15日、長沼、長沼川、平筒沼の周辺
で清掃活動が実施され、市内の企業、団体や地域住民な
ど219人が参加しました。
　清掃活動は、市制施行20周年を機に、本市の魅力であ
る豊かな自然環境を再認識してもらおうと開催。長沼
フートピアトヨテツの丘公園の清掃に参加した登米精
巧に勤務する大場博

ひろ

文
ふ み

さんは「この公園は多くの観光
客が訪れるので、きれいにしたいと思って参加しまし
た。また来たいと思ってもらえるように、これからもこ
の環境を守っていきたいです」と話しました。

寺田氏は、農業が嫌いだった過去や、そこから農業にのめり込ん
でいった経緯などについて話し、来場者は耳を傾けていました。

　特別講演会「いきなりですが！農業が嫌いでした！」
（登米市観光物産協会、みやぎ登米農業協同組合共催）
が３月20日、ＪＡみやぎ登米本店で開かれました。
　講演会は、本市の姉妹都市である富山県入善町で農
業を営んでいるStay goldてらだファーム代表取締役
の寺田晴

はる

美
み

氏を講師に招いて開催。「地域産業を元気
に！それが私の元気になる！」と題して講演しました。
農業を営む冨栄奈

な

美
み

さん＝米山町朝来＝は「女性で元
気に農業に取り組んでいるのがすごいと感じました。
私も、独自の方法を模索しながら新しいことに挑戦し
てレベルアップしていきたいです」と話しました。
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　体だけではなく、考え方や生き方にまで大きな変化を
もたらしてくれるヨガの魅力を広めたいとの思いから、
ハチドリヨガというヨガ教室を始めて、今年で10年目を
迎えます。登米市を中心に、南三陸町、気仙沼市、栗原市、
一関市などで教室を開いていて、キッズから80歳代まで、
幅広い年代の皆さんにご参加いただいています。市内で
は、森舞台や横山不動尊、カフェや個人宅などにもお邪魔
して開催しています。
　ヨガ教室では、心身を健やかに整えていくことはもち
ろんですが、慌ただしい日常から離れて、安心してくつろ
ぐ場になること、人と人とがつながる場となることを願
い、活動しています。ヨガを終えた皆さんの、ほぐれた柔
らかい笑顔がとっても印象的です。パワーチャージして
元気に日常へ戻っていく皆さんの後ろ姿を見送る時、私
のハートも温かさでいっぱいになります。
　これからもさまざまな土地で、いただいたご縁を温め
ながら自分にできることを大切にしていきたいです。

共通の知人が紹介してくれたんだ。
★

おとなしくて、優しい印象だね。
まじめで誠実そうな人だと思ったよ。

主人がカメラ好きで、毎年いろいろな場
所へ２泊３日で写真を撮りに出かけたね。

家族で秋田の田沢湖スキー場に行って、
スキーも撮影も楽しんだのがいい思い出だよ。

余計なことは言わないことかな。
これからもずっと一緒に暮らしていく

から、お互いを尊重することが大切だね。

趣味が高じて、撮影や音響の仕事を頼ま
れるから、できるうちは頑張りたいな。

ボランティアやお手伝いに参加して元
気をもらっているから、これからも続けたいね。
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お姉ちゃんが大好きな
ももちゃん。毎日癒や
しをありがとう。元気
にすくすく育ってね。

かわいいわが家のアイ
ドル、たくさん笑顔を
見せてくれます。これ
からどんどん成長して
いく姿が楽しみです。

ニコニコ笑顔がかわい
い、うちのアイドルで
す。これからも元気に
成長していってね。

いつもニコニコの蒼士
くん。みんなをいつも
癒やしてくれます。元
気に大きく育ってね。

右の二次元コードを読み込み、申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

総務部市長公室（広報広聴係）　☎ 0220（22）2090

　ぼくの夢は、バレーボールで全国大会に出場
することです。
　ぼくが全国大会に出たい理由は、二つありま
す。一つ目は、全国大会の会場の雰囲気や、緊張
感、選手の思いを感じてみたいからです。二つ目
は、やっぱり試合を見るだけではなく、選手とし
て全国大会に出場して、全国各地の強いチーム
と試合をして、自分の力を試してみたいと思っ
ています。
　ぼくは、バレーボールのスポーツ少年団で活
動しています。ポジションはバックライトで、毎
回試合に出場しています。スパイクを打つとき
に、フェイントをしたり普通に打ったりと、場面
に合わせて打ち分けるのが難しいです。そのた
め、スパイク練習を他の練習よりも頑張って取
り組んでいます。
　大好きなバレーボールを続けて、全国大会に
出られるように、これからも一生懸命練習に取
り組んでいきたいです。
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☎ ☎
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☎ ☎
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☎ ☎
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☎ ☎

◉

☎

◉

☎

☎

◉
　

日
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

➊
昼
間
ひ
と
り
で
過
ご
す
こ

と
が
多
く
、悪
質
な
訪
問
販
売
な

ど
の
被
害
に
遭
い
や
す
い
➋
孤
独

を
感
じ
て
い
る
人
は
、優
し
さ
や

親
切
な
態
度
を
信
用
し
て
だ
ま
さ

れ
や
す
い
➌
律
儀
に
対
応
し
、強

く
勧
め
ら
れ
る
と
断
れ
な
く
な
る

こ
と
が
多
い
➍
身
近
に
相
談
で
き

る
人
が
お
ら
ず
、被
害
に
気
付
き

に
く
い
➎
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に

気
付
い
て
も
、人
に
相
談
し
な
い

こ
と
が
多
い
➏
認
知
症
な
ど
で
判

断
能
力
が
低
下
し
た
人
が
被
害
に

遭
い
や
す
い
➐
一
度
被
害
に
遭
う

と
、そ
の
後
も
狙
わ
れ
や
す
い

　

高
齢
者
自
身
や
身
近
な
人
の
被

害
に
気
付
い
た
ら
、お
住
ま
い
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
「
食
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、健
康

に
つ
い
て
仲
間
と
共
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

５
月
〜
令
和
８
年
２

月（
全
６
回
）
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を
助
成
す
る
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、対
象
者
へ
３

月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

➊
令
和
７
年
度
に
65
歳

に
な
る
人
➋
60
〜
64
歳
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
の
障
害
が
あ
り
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
人

65
歳
を
超
え
る
人
は

５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に

な
る
年
度
に
限
り
対
象
と
な
り
ま

す（
１
０
０
歳
以
上
は
令
和
７
年

度
の
み
）

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
の
予
防

接
種
が
定
期
接
種
対
象
期
間
中
に

実
施
で
き
な
か
っ
た
人
は
、４
月

１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
、対
象
期
間
を
超
え

て
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

➊

令
和
６
年
度
に
生
後
24
カ
月
に
達

し
た
人
の
う
ち
、ワ
ク
チ
ン
の
供

※
初
回
は
５
月
13
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
／
南
方
保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
市
民
20
人
程
度

健
康
づ
く
り
講
話
・
調
理

実
習
・
体
験（
食
育
・
生
活
習
慣
病

予
防
・
高
齢
者
低
栄
養
予
防
な
ど
）

５
月
２
日（
金
）市

民
生

活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

４
月
１
日
か
ら
、費
用
の
一
部

給
不
足
に
よ
り
接
種
が
で
き
な

か
っ
た
人
➋
令
和
６
年
度
に
小
学

校
就
学
１
年
前（
幼
稚
園
・
保
育
所

等
の
最
年
長
ク
ラ
ス
）の
人
の
う

ち
、ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ

り
接
種
が
で
き
な
か
っ
た
人

昭
和
37
〜
53
年

度
生
ま
れ
の
男
性
で
、令
和
６
年

度
末
ま
で
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を

実
施
し
た
結
果
、抗
体
が
不
十
分

だ
っ
た
人
の
う
ち
、ワ
ク
チ
ン
の

供
給
不
足
に
よ
り
接
種
が
で
き
な

か
っ
た
人

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉

５
月
20
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉

５
月
27
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉

５
月
21
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

登
米
北
上
こ
ど
も
園

登
米

北
上
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
５
８

◉

５
月
13
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
児
童
館

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

➊

➋

➌

☎

　

宮
城
県
内
お
よ
び
岩
手
県
一
関

市
の
高
校
生
が
描
い
た
若
さ
あ
ふ

れ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
29
日（
木
）〜
６
月
１

日（
日
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小
ホ
ー
ル

無
料

教
育
部
文
化
財
文

化
振
興
課（
文
化
財
文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

「
登
米
×
よ
し
も
と
お
笑
い
ラ
イ

ブ
」を
開
催
し
ま
す
。豊
里
町
出
身

の
佐
々
木
隆た

か

史ふ
み

さ
ん（
エ
バ
ー
ス
）

を
含
む
、お
笑
い
芸
人
７
組
が
出

演
予
定
。ぜ
ひ
、応
募
く
だ
さ
い
。

６
月
28
日（
土
）午
後
１
時

30
分

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）大
ホ
ー
ル

無
料８

５
０
席（
当
選
は

が
き
１
枚
に
つ
き
最
大
４
席
ま
で

／
４
歳
以
下
は
保
護
者
と
同
席
可
）

４
月
21
日（
月
）〜
５

月
２
日（
金
）消
印
有
効

往
復
は
が
き
に
、観

覧
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
特

記
事
項（
車
い
す
等
）・
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
・
会
場
ま
で
の
来

場
方
法
を
明
記
し
て
申
し
込
み
く

　

市
で
は
、令
和
８
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
三
次
登
米
市
総
合
計
画
」を
策

定
す
る
た
め
、意
見
を
募
集
し
ま

す
。

５
月
１
日（
木
）〜
６

月
５
日（
木
）

第
三
次
登
米
市

総
合
計
画（
案
）ま

ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
市
役
所
迫

庁
舎
２
階
）、各
総
合
支
所
、各
公

民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼「
第
三
次
登
米
市

総
合
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
▼
様
式
は
自
由
で
す
▼
住

所
、氏
名（
団
体
な
ど
の
場
合
は
所

在
地
、名
称
、代
表
者
名
）、電
話
番

号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
▼

電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

だ
さ
い

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
フ
レ
ー
ザ
ー

コ
ー
ス
ト
市
）

10
月
22
日

（
水
）〜
28
日（
火
）

１
人
８
万
円

８
人
程
度

登
米
市
内
に
在
住
す

る
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
24
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

➊
登
米
市
青
少
年
海

外
派
遣
事
業
参
加
申
込
書
➋
作
文

（
１
６
０
０
字
以
内
）

４
月
21
日（
月
）〜
５

月
23
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

登
米

市
青
少
年
国
際
交
流
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局（
登
米
市
国
際
交
流

協
会
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

　

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く

り
」植
樹
祭
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。誕
生
記
念
や
結
婚
記
念
な

ど
を
標
柱
に
し
る
し
て
植
樹
す
る

「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」も
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。

５
月
25
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午（
小
雨
決
行
）

津
山
町
柳
津
地
内

道
の
駅
津
山

駐
車
場
／
午
前
９
時
30
分

※
集
合
場
所
か
ら
植
樹
場
所
ま
で

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

無
料

軍
手
、長
靴

先
着
２
０
０
人　

※
記
念
植
樹
は
先
着
20
人

５
月
９
日（
金
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、参
加
者
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、記
念
植
樹

を
申
し
込
む
場
合
は
、記
念
名（
小

学
校
入
学
記
念
な
ど
）、標
柱
設
置

者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

死norinshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

１
人農

地
集
積
・
集
約

化
、遊
休
農
地
発
生
防
止
の
働
き

か
け
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、会
議
へ

の
出
席
な
ど

東
和
町
米
川
の
区
域

委
嘱
の
日
か
ら
令
和
８
年

７
月
23
日（
木
）ま
で

月
額
４
万
６
千
円

農
地
な
ど
の
利
用
最

適
化
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
持

ち
、担
当
区
域
内
で
農
地
な
ど
の

最
適
化
推
進
の
活
動
が
で
き
る
人

推
薦（
団
体
ま
た
は

農
業
者
等
３
人
以
上
の
連
名
に
よ

る
推
薦
）ま
た
は
自
ら
応
募
。規
定

様
式
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い４

月
17
日（
木
）〜
５

月
16
日（
金
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・

農
業

委
員
会
事
務
局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
う
え
、後
日
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死m
achizukuri@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

海
外
で
学
校
交
流
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
参
加
す
る
派
遣
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

※写真はイメージです

野菜苗
季節の花苗
入荷しました

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

令
和
７
年
４
月
分
か
ら

令
和
８
年
３
月
分
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額

１
万
７
５
１
０
円
で
す
。保
険

料
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
の
納
付
や
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、翌
月
の
末
日
で
す
。保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、不
慮

の
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
な
ど

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
18
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す
。再
講
習
も
募
集
し
ま
す

５
月
１
日（
木
）〜
11

日（
日
）

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

手
話
通
訳
者
を
目
指

し
、次
の
条
件
を
満
た
す
人
➊
聴

覚
障
が
い
者
と
手
話
で
日
常
会
話

が
で
き
る
➋
県
内
在
住
で
、研
修

終
了
後
に
登
録
試
験
を
受
験
し
、

手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
・
活
動

で
き
る

６
月
〜
令
和
８
年
10
月
の

主
に
土
曜
日（
２
年
間
81
講
座
）

み
や
ぎ
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー（
仙
台
市
）

受
講
料
無
料
。テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
１
万
１
２
２
０
円

20
人

※
選
考
試
験
あ
り

５
月
９
日（
金
）必
着

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

宮
城
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

　

企
業
の
概
要
説
明
な
ど
、就
職

希
望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
１
日（
火
）

エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

５
月
９
日（
金
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

◉

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
力

と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
事
務
処

理
技
能
の
習
得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人
お
よ
び
再
就

職
を
希
望
す
る
離
転
職
者

６
月
20
日（
金
）〜
９

月
19
日（
金
）J

M
T
C
佐
沼
教
室

受
講
料
無
料
。テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
約
１
万
３
３
０
０
円

15
人

５
月
２
日（
金
）〜
６

月
２
日（
月
）６

月
９
日（
月
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

令
和
８
年
度
に
市
内

で
芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
各

種
大
会（
音
楽
、伝
統
芸
能
、美
術
、

文
芸
な
ど
）で
、全
国
か
ら
大
会
参

加
者
を
募
集
し
て
実
施
す
る
事
業

次
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
で
、30
万
円
ま
で
➊

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

➋
全
体
経
費
か
ら
協
賛
金
を
除
く

諸
収
入
を
控
除
し
た
額
の
２
分
の

１
以
内
の
額
。た
だ
し
、そ
の
額
を

協
賛
金
が
上
回
る
場
合
は
補
助
対

象
額
か
ら
協
賛
金
を
控
除
し
た
額

９
月
30
日（
火
）

※
令
和
７
年
度
事
業
分
に
つ
い
て

は
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課（
文
化
財

文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　

市
は
、令
和
７
年
度
に
実
施
す

る
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
自
主
的
・
自
発
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

15
歳
以
上
29
歳
以
下

の
人
で
、市
内
に
居
住
、通
勤
ま
た

は
通
学
し
て
い
る
若
者
３
人
以
上

で
構
成
し
、市
内
を
活
動
拠
点
と

す
る
団
体（
代
表
者
は
、市
内
に
居

住
す
る
18
歳
以
上
の
人
）

➊
市
内
の
魅
力
の
発

掘
・
向
上
に
取
り
組
む
事
業（
研
修

会
、勉
強
会
な
ど
を
含
む
）➋
若
者

㊏
～
㊊

（祝）

◉

☎

㊏
～
㊊

（祝）

◉

☎

㊏

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐
◉

☎

㊏

◉

☎

の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
事
業

（
研
修
会
、勉
強
会
な
ど
を
含
む
）

10
分
の
10
以
内

１
事
業
当
た
り
10
万
円

５
月
30
日（
金
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
市
民
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

「
市
民
活
動
総
合
補
償
制
度
」を
設

け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、市
民
活
動

団
体
や
自
治
会
な
ど
、市
が
関
与

し
な
い
市
民
活
動
を
し
て
い
る
団

体
や
個
人
が
、無
報
酬
で
行
う
公

益
的
な
活
動
中
に
け
が
を
し
た

り
、誤
っ
て
第
三
者
を
負
傷
さ
せ

た
り
し
た
場
合
な
ど
の
不
慮
の
事

故
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
は
市
が
負
担
し
、保
険

会
社
と
契
約
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
部

市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

0220-23-8688下田中53番地8
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

行
の
妨
げ
や
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
だ
け
で
な
く
、泥
や
土
の
塊

を
道
路
に
落
と
す
こ
と
は
、道
路

法
で
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路
を

汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速
や

か
に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

◉
　

県
内
の
過
去
10
年
の
農
作
業
死

亡
事
故
は
、農
業
機
械
作
業
に
係

る
事
故
が
全
体
の
約
８
割
を
占

め
、そ
の
う
ち
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
も
の
が
半
数
を
超
え
ま
す
。ト

令
和
８
年
３
月
に
大

学
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
を

卒
業
予
定
の
人
、県
内
市
町
村
な

ど
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

５
月
９
日（
金
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

宮
城
県
庁
２
階
講
堂

総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝

葉
は
、事
故
を
招
く
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。こ

れ
ら
が
原
因
で
交
通
事
故
な
ど
が

起
き
た
場
合
は
、樹
木
が
生
え
て

い
る
土
地
の
所
有
者
が
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

伐
採
や
枝
払
い
を
す
る
な
ど
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

◉
　

農
繁
期
は
農
耕
車
両
で
道
路
を

通
行
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。タ
イ
ヤ
か
ら
落
ち
た
土
は
、通

５
月
１
日
時
点
で
市
内

に
住
所
を
有
し
、４
月
に
第
３
子

以
降
の
子
が
小
学
校
に
入
学
し
た

保
護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

５
月
20
日（
火
）

各
小
学
校

※
詳
細
は
小
学
校
で
配
布
す
る
事

業
概
要
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
市
内
に
住
所
を
有
し
、第
３
子

以
降
が
他
の
市
町
村
の
小
学
校
に

入
学
し
た
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

◉
　

実
施
す
る
こ
と
で
売
上
増
加
や

事
業
拡
大
の
見
込
み
が
あ
る
事
業

に
対
し
支
援
し
ま
す
。

市
内
事
業
者設

備
費
、委

託
費
、旅
費
、謝
金
、借
上
料
な
ど

／
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

◉

市
内
で
令
和
８
年
３
月

末
ま
で
に
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
人
ま
た
は
第
２
創
業
を
す
る
人

支
援
対
象

期
間（
令
和
７
年
７
月
〜
令
和
８

年
３
月
15
日
）の
従
業
員
の
人
件

費
、店
舗
な
ど
の
借
り
上
げ
料
、設

備
費
、仕
入
れ
・
材
料
費
、委
託
費
、

旅
費
な
ど
／
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内（
上
限
２
０
０
万
円
）

１
件
程
度

５
月
30
日（
金
）

◉

空
き
店
舗
を
賃
借
し
新

た
に
出
店
す
る
人
ま
た
は
既
に
市

内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、新

た
に
２
店
舗
目
を
出
店
す
る
人

▼
改
修
費
、

設
備
費
、設
計
費
な
ど
＝
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万

円
）▼
申
請
日
か
ら
12
カ
月
間
の

賃
借
料
＝
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内（
月
額
上
限
２
万
円
）

通
年
。予
算
が
な
く

な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

県
内
の
市
町
村
等
職
員
を
目
指

す
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

☎

ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
、安

全
フ
レ
ー
ム・安
全
キ
ャ
ブ
が
装
着

さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
る
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
確
実
に

皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
と
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
伝
達
試
験
を
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多
重
債
務
者
を
対
象
に
、弁
護

士
、司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

☎ ☎ ☎ ☎

（令和７年３月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ７ Ｒ６ 増減数

人身事故
発生件数 11件 16件 ▲５件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 16人 20人 ▲４人

物損事故
発生件数 327件 306件 21件

※Ｒ7年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和７年３月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,750 9,210 9,634 18,844 （▲88）

登米 1,720 2,020 2,206 4,226 （▲21）

東和 2,182 2,613 2,635 5,248 （▲39）

中田 5,271 7,178 7,400 14,578 （▲27）

豊里 2,154 2,908 2,991 5,899 （▲22）

米山 2,785 3,945 3,999 7,944 （▲25）

石越 1,462 2,059 2,034 4,093 （▲24）

南方 2,718 3,813 3,969 7,782 （▲30）

津山 1,094 1,305 1,451 2,756 （▲15）

合計 27,136 35,051 36,319 71,370 （▲291）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
２
月
受
納
順
）

●
有
限
会
社
み
ず
の
様
／
学
校
給

食
用
・
豚
肉
２
０
０
㌔
㌘

●
株
式
会
社
櫻
井
農
場
様
／
学
校

給
食
用
・
ち
ぢ
み
雪
菜
12
㌔
㌘

●
新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
様
／

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
用
・
く
く
り

罠
１
５
０
個

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

５
月
23
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

開
発
育い

く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持

つ
支
援
員
が
応
じ
ま
す
。

➊
５
月
13
日（
火
）➋
27
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
登
米
公
民
館
➋
米
川
公

民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

実
施
し
ま
す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

の
放
送
は
、音
量
の
設
定
に
か
か

わ
ら
ず
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま

す
。な
お
、災
害
発
生
な
ど
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
月
28
日（
水
）午
前
11
時

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

米
山
地
区
公
共
施
設
複
合
化
整

備
事
業
に
伴
い
、令
和
７
年
４
月

か
ら「
米
山
公
民
館（
米
山
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）」と「
米
山
体

育
館
」の
利
用
申
し
込
み
は
、米
山

教
育
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

米
山

教
育
事
務
所（
米
山
総
合
支
所
内
）

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
１
１
３

　

市
で
は
法
定
受
託
事
務
と
し

て
、自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
協
力

し
て
お
り
、対
象
と
な
る
人
の
氏

名
と
住
所
を
印
字
し
た
宛
名
シ
ー

ル
を
自
衛
隊
に
提
供
し
て
い
ま

す
。情
報
提
供
は
、法
令
な
ど
に
基

づ
き
適
切
に
行
い
ま
す
が
、提
供

を
望
ま
な
い
人
は
、申
し
出
に
よ

り
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
情
報
か
ら

除
外
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
の
う
ち
、平
成
19
年
４
月
２
日

か
ら
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

（
外
国
籍
、Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
対
象

者
を
除
く
）

申
出
書（
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）と
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を

総
務
部
総
務
課
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い

５
月
30
日（
金
）必
着

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１



☎

22



☎

23 2025.5



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
祝
・
市
制
施
行
20
周
年
。渡
邊

は
今
号
を
も
っ
て
広
報
広
聴
係

か
ら
他
部
署
へ
異
動
と
な
り
ま

し
た
。３
年
間
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
〜
。（
渡
邊
）

▼
４
月
か
ら
広
報
広
聴
係
に
異

動
し
て
き
ま
し
た
。取
材
で
多

く
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
の
が
楽

し
み
で
す
。初
め
て
の
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
で
、ぎ
こ
ち
な
い
姿

で
す
が
、カ
メ
ラ
を
向
け
た
ら

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。（
森
田
）

▼
日
が
長
く
な
り
、気
付
け
ば

も
う
４
月
。今
年
度
も
、親
し
み

や
す
く
楽
し
い
広
報
紙
を
皆
さ

ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、学

ん
だ
技
術
を
生
か
し
て
頑
張
り

ま
す
。い
ま
だ
に
ピ
ン
ボ
ケ
気

味
の
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、そ
こ
は
し
っ

か
り
注
意
し
な
き
ゃ
。（
添
田
）

▼
こ
の
春
に
ご
卒
業
、ご
入
学

し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。私
は
、息
子
の
高
校
の

卒
業
式
で
祝
辞
を
述
べ
る
と
い

う
大
役
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。な
ん
と
か
平
静

を
装
い
ま
し
た
が
、内
心
は
不

安
と
緊
張
で
汗
だ
く
。で
も
、会

場
で
い
ち
ば
ん
不
安
だ
っ
た
の

は
息
子
だ
っ
た
か
も
。（
高
橋
）

　「誰もが自分のやりたいことを実現できる環境
をつくり、子どもたちに“かっこいい大人の背中”
を見せたいんです」と志田さんは笑顔で語る。
　新潟出身の志田さんは、サラリーマン時代に本
市を訪れた際、地域おこし協力隊OBとの出会い
をきっかけに協力隊へ応募。2021年９月から３
年間、市の観光振興業務に携わってきた。
　コロナ禍で多くの催しが中止となる中、地域に
活気を取り戻そうと、キャンドルイベント「燈

ともし

火
び

」
や県北最大級のマルシェ「とめまる」を企画。未経
験ながら、がむしゃらにイベントを運営する中で、
中高生によるチャレンジ企画の成功や、来場した
子どもたちの喜ぶ姿を目の当たりにし、人の思い
に寄り添ったイベントの重要性と、子どもたちが

やりたいことに挑戦できる環境の大切さを痛感し
た。この経験を機に、地域の熱意ある人々をつな
ぎ、夢の実現を応援すること、そして挑戦する大人
の姿を次世代の若者たちに示し、地域活性化の循
環を生み出すことをモットーに掲げ、多様なまち
づくり事業に取り組み始めた。
　登米で活動する理由は、登米の人にあると志田
さんは言う。「僕が来る前から地域のために全力で
頑張ってきた人たちが、僕を仲間として受け入れ、
応援してくれた。だから、もらった恩を地域に返す
『恩送り』がしたいんです」と目を輝かせる。
　今後は、廃校を活用した地域活性化にも取り組む
予定だ。つながる縁が新たなワクワクを生むと信
じ、今日も志田さんは誰かの夢の実現に奔走する。

Profi le
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